
企
画
課
・
ま
ち
づ
く
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室
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２
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行
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０

　
川
根
本
町
の
皆
さ
ま
、「
と

う
き
ょ
う
川
根
の
会
」を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
い
よ
い

よ
30
歳
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
60
年
７
月
６
日
に
発

起
人
の
努
力
で
設
立
総
会

（
第
一
回
総
会
）が
開
催
さ

れ
、
回
を
重
ね
て
平
成
６
年

に
第
10
回
、
平
成
16
年
に
第

20
回
、
平
成
26
年
と
な
る
今

年
に
第
30
回
総
会
を
迎
え
ま

す
。
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し

た
が
何
事
に
も
継
続
は
力
な

り
と
感
ず
る
と
こ
ろ
で
す
。

設
立
は
、
千
頭
営
林
署
に
縁

が
あ
り
、
東
京
と
そ
の
近
郊

に
居
を
移
し
た
方
々
を
中
心

に
設
立
発
起
人
に
名
前
を
連

ね
た
方
々
の
努
力
、
ご
支
援

い
た
だ
い
た
川
根
本
町
の
町

民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜

物
で
す
。
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　
「
と
う
き
ょ
う
川
根
の
会
」

は
現
在
の
川
根
本
町
に
生

れ
、
ま
た
は
居
住
し
た
こ
と

の
あ
る
者
で
、
首
都
圏
で
暮

ら
す
同
郷
人
の
親
睦
や
福
祉

を
図
る
と
共
に
、
郷
土
の
発

展
の
た
め
故
郷
と
の
交
流
を

深
め
る
た
め
の
会
で
す
。
現

在
、
会
員
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
会
の
存
亡
を
危
ぶ

む
会
員
も
い
ま
す
。
多
く
の

人
た
ち
に
入
会
し
て
い
た
だ

き
、
幅
広
い
親
睦
を
期
待
し

て
い
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
首
都

圏
在
住
者
の
名
簿
の
入
手
が

で
き
ず
、
呼
び
掛
け
も
出
来

な
い
の
が
現
状
で
す
。
役
員

は
じ
め
会
員
の
諸
先
輩
も
会

員
の
増
加
を
非
常
に
望
み
、

何
と
か
し
て「
と
う
き
ょ
う

川
根
の
会
」を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、首
都
圏
在
住

の
ご
親
戚・
ご
兄
弟
姉
妹・

ご
子
息・
ご
令
嬢
を
ご
紹
介

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
町
民

の
皆
さ
ま
に
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。昨
今
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
々
も

増
加
し
て
い
ま
す
。お
気
軽

に
郵
便
や
メ
ー
ル
等
で
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。�

会
長　
西
村
榮
司

▼
郵
送
先　

　
〒
３
４
０
―
０
８
２
２

　
埼
玉
県
八
潮
市
大
瀬

　
１
５
２
７
の
１ 

西
村
榮
司

▼
メ
ー
ル

　

kaw
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�
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１
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
部

1
受
賞
者 

職
・
氏
名

川
根
本
町
選
挙
管
理
委
員
会

�

委
員 

松ま
つ
下し
た 

貞さ
だ
夫お

2
経
歴

平
成
10
年
２
月
３
日
川
根
本
町

（
中
川
根
町
）選
挙
管
理
委
員
会

委
員
就
任（
平
成
25
年
10
月
25

日　
川
根
本
町
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
退
任
）

3
功
績
の
概
要

　
平
成
10
年
２
月
よ
り
、
中
川
根

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
経

て
、
川
根
本
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
と
し
て
15
年
間
に
わ
た
り
選

挙
の
管
理
執
行
に
精
励
し
、
全
国

的
に
投
票
率
が
低
下
す
る
中
、
公

正
な
選
挙
や
一
票
の
大
切
さ
を
呼

び
掛
け
、
川
根
本
町
の
高
い
投
票

率
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

に
お
い
て
も
、今
ま
で
の
委
員
と
し

て
の
経
験
を
活
か
し
、選
挙
事
務

の
適
正
か
つ
公
正
な
管
理
執
行
に

努
め
ら
れ
、川
根
本
町
で
は
投
開

票
作
業
な
ど
問
題
な
く
円
滑
に
執

行
で
き
、ま
た
、川
根
本
町
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
と
の
チ
ラ
シ
に

よ
る
啓
発
活
動
に
お
い
て
、内
容

の
監
修
に
参
画
し
、期
日
前
投
票

の
呼
び
掛
け
に
も
従
事
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
投
票
率
が
全
国
平
均
52・61
％
、

静
岡
県
平
均
51・09
％
の
と
こ
ろ
、

川
根
本
町
は
68
・
83
％
と
、
静
岡

県
下
で
は
昨
年
度
の
衆
議
院
総
選

挙
に
引
き
続
き
最
高
の
投
票
率
を

維
持
す
る
こ
と
と
な
り
、
松
下
氏

の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

役場の窓辺から yakuba no madobe kara

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
係
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

松
下
貞
夫
さ
ん
が
総
務
大
臣
表
彰
受
賞

第 28 回総会にて

県選挙管理委員会林委員長から
賞状を受け取る松下さん

河津町明るい選挙推進協議会
とともに受賞されました

問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神
かん
東
とう
美
み
希
き
　☎（58）7077

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 20



介護保険の要介護認定を受けている場合、
障害者控除の適用となることがあります！
　介護保険の要介護認定を受けている場合、身体障害者手帳や療育手帳を持っていなくても、確定
申告において障害者 ( 特別障害者 ) 控除の対象となることがあります。対象となるかは、毎年 12
月 31日現在の自立度、認知度の程度によって決まります。
　控除は、申請により町が発行する認定書を、確定申告の際に提出することで受けられます。前年
に控除を受けられた方も、今回控除を希望する場合には再度申請が必要となりますので、ご注意く
ださい。
　認定書の申請は福祉課または総合支所福祉介護室にて随時受付しています。ご不明な点はお問い
合わせください。
� 問合せ先　福祉課・長寿介護室　　☎（56）2224
� 総合支所・福祉介護室　☎（58）7071

川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコツー日記」もお楽しみに！　http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

ちょっと深イイ話。北海道在住
の方から本町の観光協会宛

に一通のハガキが届きました。内
容はこんな感じです。（一部抜粋）
「11 月に旅行先の東京タワーで
川根本町の小学生２人に出会いま
した。アプト式列車のこと、ＳＬ、
お茶、温泉のことを詳しく紹介し
た自筆のパンフレットや、美味し
いお茶もいただきました。大きな
声で一生懸命配っていて、本当に
川根本町が大好きなんだなぁと思
いました。すごく行ってみたくな
りました」

このハガキを読んで皆さんはど
う感じましたか？　私は気持

ちが温かくなりました。自分の町
を誇りに思い、ＰＲできる子ども
たちがいることを嬉しく思います。
こういう子どもたちが 10 年後、
50年後の本町を支えていくのか
なぁ、なんて漠然と思ったりも。

話は変わりますが、私は静岡県
の他市町の観光・まちづくり

担当者から「川根本町は素材がたく
さんあってうらやましい」と、よく
言われます。前述の子どもたちが
紹介したもの以外にも、吊り橋や
南アルプスの山々、伝統芸能など、
たくさんの素材に満ち溢れている
本町。今から何か新しいものを作
り出す必要もなく、今ある素材・
資源をどうやって生かすか、誰が
生かすかが大切なのでしょう。

もっと大事なのはその素材に
気づくこと、誇りに思うこ

とです。私たち大人は子どもたち
のように大きな声で一生懸命、川
根本町の魅力を語れるでしょう
か？　子どもは大人の姿を見て育
ちます。まずは私たち自身が胸
を張って「川根本町のココがいい
よ！」と言えるようにならなくて
はいけないのだと、襟を正される

思いでもありました。

エコツーリズムは観光のひと
つの手段ですが、地元の人

の理解と参画なしには成り立ちま
せん。2014 年は町内の大人も子
ども、より気軽に参加したり、よ
り興味を持ってもらえる組織を目
指します。地域を知り、地域を好
きになるきっかけを作る、そんな
お手伝いができれば願ったり叶っ
たりです。

12月21日に「羊毛フェルトで干支
づくり」を開催。今年のエコツーも馬
のように力強く駆け抜けたいです。

エコツーリズム推進
事業の地域コーディ
ネーター。川根本町
エコツーリズムネッ
トワークの事務局を
担当。５代目「緑のふ
るさと協力隊」とし
て活躍。愛媛県出身。

神
か ん

東
と う

 美
み

希
き

さん
問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神

かん
東
とう
美
み
希
き
　☎（58）7077

☆今お使いのポイントカードは、平成 26年３月 31日をもって使えなくなります。
平成 26 年４月１日から新しいカードとなります。機械の関係上、今のカードは
一切使えなくなりますので、必ず有効期限内にお使い下さい。

茶娘ちゃんカードの有効期限が迫っております。
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